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セメントレス人工股関節置換術を施行した28患者32股関節(男性 5 名，女性23名， 22-64歳)に対し，術後 2 週間，
3 ・ 6 ・ 12 ・ 24 ・ 36カ月と経時的にDEXA法により，大腿骨コンポーネント周囲骨密度を測定した。骨密度は大腿骨
コンポーネント周囲の外側 3 ，内側 3 ，遠位 1 の計 7 分割領域の骨密度を計測した。 7 骨密度値をそれぞれ座標軸と
する 7 次元空間において全測定サンフ。ルを展開し，サンフ。ルの分散が各座標軸方向に最大になるように線形座標変換
をおこない分散の大きい軸より第 1 -7 主成分として算出した(主成分分析)。第 1 ，第 2 主成分で全分散のそれぞ
れ65% ， 12%を表現し，第 3 主成分以下は10%以下であるため，第 1 ，第 2 主成分を以後の解析に用いた。術後の経
過期間と骨密度指標値(各分割領域の骨密度値および第 1 ，第 2 主成分)の変化との関連，および術後24カ月の骨密
度指標値と患者年齢， コンポーネントのサイズ，占拠率，初期骨密度値などの影響因子候補との関連を検討した。

















の骨陰影濃淡性からは定量的な比較は困難であった。 近年のDEXA (Dual Energy Xray Absorptiometry) の導入
により骨密度変化の高い精度，再現性での測定は可能となったが，横断的分析の報告が多く，個体間の本来の骨量の
ばらつきを補正するためにも，術直後より経時的に分析する予見的研究が待たれていた。本研究での経時的解析によ
り骨密度変化はほぼ術後 l 年までに安定し，その後の進行性は小さいことが明らかとなった。また本研究では各部位
の骨密度変化性とともに，それらの相互関連的な骨密度変化分布の進行性にも着目し，主成分分析法を用いて特徴的
な方向ベクトルを抽出している。従来より X線写真評価で示唆されていた遠位部対近位部のコントラストの変化傾向
の存在を統計学的に証明し，定量的に経時的変化の評価を可能とした。またこの指標を用いて骨密度変化に対する統
計学的に有意な影響因子の存在を示した。
このように本研究は，人工関節置換術後の骨密度変化の正確性の高い進行性の判定を行い、多変量的な新しい評価
法を開発し臨床的に実用的な指標が導かれることを示したことにより，学位授与に値すると評価する o
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